
※出典 1～4：福岡市ホームページ統計情報（R８.4.1）、
5：福岡市統計書（R7年）、6：福岡県教育便覧（R７.9）

城南区の概要

人のぬくもりと自然の安らぎを感じ、健やかに住み続けられるまち・城南区

一本松川の桜並木 樋井川ビーチ

金山団地入口の黄色いポスト ABURAYAMA FUKUOKA



令和８年度の主な事業

 認知症サポーター養成講座、ユマニチュード（※2）講座を開
催し、認知症に関する正しい理解の普及啓発に取り組みます。

▍

 子どもの健やかな成⾧のために、こども家庭センターを中心に児童福祉と母子保健の連携を推進し、
子どもや家庭の相談支援の充実を図ります。

※1フレイル：加齢や病気によって心身の活力が低下し、要介護になりやすい状態のこと

▍

 デジタルゲームを活用したフレイル（※1）予防事業により、
高齢者の社会参加を促進する通いの場を創出するとともに、
そのような場を自主運営できる人材の育成に取り組みます。

 乳児家庭全戸訪問などを通じて家庭の状況把握に努め、必要なサービスの提供や支援に取り組みます。

 地域の担い手不足などの課題解決のため、地域活動に関心
のある人を募り、ワークショップを通して新たな交流の場
を創出する地域イベントを実践します。また、ワーク
ショップの参加者には引き続き地域での活動を支援します。

 新たに地域の活動内容を分かりやすく紹介した冊子『ジチの
図鑑』を活用し自治会・町内会への加入促進に取り組みます。
また、地域ニーズに応じた広報研修による地域の情報発信の
支援を行います。

※2ユマニチュード：認知症の人に優しさを伝えるコミュニケーションの技法のこと

▍

大学とつながる共創のまち

 学生が地域とつながる取り組みや、大学と連携した市民向け
講座の充実を図るなど、大学との連携を推進します。

 地域や大学、企業、関係機関・団体等の参加のもと、様々な
イベントと連携し、「ふれあい城南フェスティバル」を11月
に福岡大学で開催します。

▍

▍

 地域が主体となって避難所を開設・運営できるよう実効性のある訓練を
実施するとともに、備蓄品の充実など避難所環境の整備を進め、新たな
地震被害想定を踏まえた区の防災力強化に取り組みます。

 特殊詐欺の被害を防ぐため、城南警察署と連携し、国際電話の着信を
ブロックする手続きのサポートや注意喚起のリーフレットを配布する
など防犯意識の向上に向けた啓発に取り組みます。

 災害時に支援が必要な市民の円滑な避難のため、個別避難計画の作成や、
地域と連携したインクルーシブ防災訓練（※3）を実施します。

▍

▍

 公園利用者の利便性向上を図るため、便器改修やトイレの建て替えに
より計画的に洋式化を推進します。

▍

 駅へのアクセス道路の路側カラー化や城南学園通りの自転車通行空間
の整備、また清水干隈線における無電柱化にあわせた歩道のバリアフ
リー化の整備を推進します。

 公園利用者が快適に利用できるよう、幼児公園や街区公園での年3回の
除草や公園トイレの週3回の清掃など、適切な維持管理を行います。

 車両の安全な通行のため、薄れて見えづらくなっている
道路区画線の引き直しを行います。

▍

※3インクルーシブ防災訓練：
個別避難計画に基づいた、避難に支援が必要な方と地域が共働して行う防災訓練

 マイナンバーカードの手続きに伴い、窓口の混雑が続いていることから、
迅速な手続きが行えるよう、マイナンバーカード特設窓口の設置などに
より混雑緩和を図ります。

▍窓口・市民サービスの向上と混雑緩和

 令和8年度から区に設置した生活自立支援センター城南区分室と連携し、
個々の状況に応じたよりきめ細やかな支援を進めます。

▍福祉の総合相談窓口の機能強化


